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特
集
1

県
で
は
、今
年
3
月
に「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
被
害
想
定
調
査
結
果
」を
公
表
し
、

6
月
に
は「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
防
災
対
策
推
進
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。

今
回
の
特
集
で
は
、南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
被
害
想
定
や

地
震・津
波
に
備
え
る
た
め
の
取
組
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

特集1 地震・津波に備える

地
震・津
波
に
備
え
る県内被害想定の概要

防災・減災対策による被害軽減効果

　

内
閣
府
が
平
成
24
年
8
月
に
公
表
し
た
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
被
害
想
定
手
法
等
を
も

と
に
、山
口
県
の
地
形
デ
ー
タ
な
ど
を
加
味
し

て
本
県
の
被
害
想
定
を
行
い
、今
年
3
月
に
調

査
結
果
を
公
表
し
ま
し
た
。

　

こ
の
調
査
結
果
で
は
、想
定
さ
れ
る
被
害
の

概
要
の
ほ
か
、防
災
・
減
災
対
策
に
よ
る
被
害
軽

減
効
果
に
つ
い
て
も
公
表
し
て
い
ま
す
。

（
左
表
参
照
）

※
市
町
別
の
被
害
想
定
結
果
や
津
波
浸
水

　

想
定
図（
瀬
戸
内
海
沿
岸
）に
つ
い
て
は
、

　

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

家
庭
で
で
き
る
防
災
・
減
災
対
策
が
、い
ざ
と
い
う
と
き
に
力
を
発
揮
し
ま
す
。

被
害
を
最
小
限
に
す
る
た
め
に
、で
き
る
こ
と
か
ら
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

　

家
具
の
転
倒
や
落
下
な
ど
に
よ
り
、け
が
を
し
た
り
、避
難
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
、転
倒
防
止
対

策
な
ど
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

県では、市町と協力して、現在の建築基準法の耐震基準

を満たしていない住宅の耐震診断や耐震改修の費用の

補助などを行っています。

寝室には背の高い家具を置かない。
出入り口付近に家具を置かない。

家
具
の
転
倒
防
止
対
策
な
ど

住
宅
の
耐
震
化

　

建
物
の
倒
壊
を
防
ぐ
た
め
、住
宅
の
耐
震
化

を
進
め
ま
し
ょ
う
。

　

強
い
揺
れ
や
、弱
く
て
も
長
い
時
間
ゆ
っ
く

り
と
し
た
揺
れ
を
感
じ
た
場
合
は
、直
ち
に
海

岸
か
ら
離
れ
、高
台
な
ど
へ
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、あ
ら
か
じ
め
家
族
で「
ど
こ
に
逃
げ
る

か
」を
決
め
て
お
き
、素
早
い
避
難
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

津
波
か
ら
の
避
難

○
非
常
持
出
品

　

素
早
く
避
難
す
る
た
め
に
、持
ち
出
し
や
す

い
場
所
に
置
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

﹇
非
常
持
出
品
の
例
﹈

・
飲
料
水

・
非
常
食（
乾
パ
ン
や
缶
詰
な
ど
）

・
懐
中
電
灯
、携
帯
ラ
ジ
オ

・
電
池
、充
電
器

・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、軍
手
、下
着
類

・
粉
ミ
ル
ク
、常
用
薬　

な
ど

○
備
蓄
品

　

被
災
後
、救
援
活
動
が
受
け
ら
れ
る
ま
で
の

間
に
必
要
な
水
や
食
料
な
ど
の
備
蓄
品
を
1
週

間
分
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

﹇
備
蓄
品
の
例
﹈

・
飲
料
水（
１
人
1
日
3
リ
ッ
ト
ル
）

・
非
常
食（
乾
パ
ン
や
缶
詰
な
ど
）

・
生
活
用
水（
風
呂
な
ど
に
た
め
て
お
く
）　

な
ど

非
常
持
出
品
・
備
蓄
品
の
準
備

◆対象　昭和56年5月以前に着工された一戸建て木造住宅
◆補助率、補助金限度額など

耐震診断員の無料派遣制度を実施
（山口市は診断費用に対する補助制度を実施）

※補助に関する要件は、市町により異なります。

　詳しくは、お住まいの市町担当課へお問い合わせください。

耐震診断

改修費用の3分の2
一戸当たり30万～60万円

耐震改修

家具は、柱や壁等に金具などで
固定する。

食器棚などの扉に、
開き防止器具などを取り付ける。

ガラス製品（窓、家具）に
飛散防止フィルムを貼る。

南海トラフとは、静岡県の駿河湾から九州東方沖までの約700キロメートルに
わたって続く、深い溝状の地形のことです。このトラフを震源とする地震は、震源
の位置により東海地震、東南海地震、南海地震と呼ばれています。
南海トラフ巨大地震は、南海トラフを震源に、科学的に想定し得る最大規模の地震と
して、マグニチュード9クラスの地震が想定されています。

さ
あ
実
践
！
家
庭
で
で
き
る
対
策

最大震度【柳井市】
最高津波水位（満潮位）【下関市、柳井市、平生町】
最短津波到達時間（最高津波水位）【光市】
死者数
負傷者数
全壊・焼失棟数
断水人口（発生直後）
停電軒数（発生直後）
避難者数（発生1日後）

6強
3.8m
116分
614人
1,477人
5,926棟

210,612人
14,432軒
167,643人

耐震改修中の住宅

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
被
害
想
定
調
査
結
果
の
公
表

※3

※1

※2

市町別の想定状況など、詳しくは県防災危機管理課または市町の防災担当課へ
お問い合わせください。

※1 津波による死者582人、建物倒壊による死者28人、土砂災害による死者4人
※2 津波による負傷者118人、建物倒壊による負傷者1,353人、土砂災害による負傷者6人
※3 津波による全壊3,454棟、液状化による全壊1,771棟、揺れによる全壊609棟など

津波・建物倒壊による死者は、防災・減災対策で0人にすることができます。

建物の耐震化率および家具などの転倒・落下防止
対策実施率が100パーセントに向上した場合

地震発生後、全員がすぐに避難を開始した場合 582人→0人

28人→0人

科学的に想定し得る最大規模の地震・津波
による被害を想定（ ）

※中央防災会議資料を参考に作成

日向灘

南海

東南海

東海

南 海
ト ラ

フ

駿
河
ト
ラ
フ

検
索

山
口
県
地
震
・
津
波
防
災
対
策
検
討
委
員
会

9月号49月号 23 4



橋りょうの長寿命化対策

特集2 やまぐち産業戦略推進計画の改定 特集1 地震・津波に備える

防災講習会の様子

　

自
主
防
災
組
織
は
、「
自
分
た
ち
の

地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」と
い
う

自
覚
、連
帯
感
に
基
づ
き
、自
主
的

に
結
成
す
る
組
織
で
、災
害
に
よ
る

被
害
を
予
防
し
、軽
減
す
る
活
動
を

行
い
ま
す
。

[

日
常
の
活
動]

防
災
意
識
の
向
上
に
向
け
た

普
及
啓
発
活
動

地
域
の
危
険
箇
所
の
把
握

防
災
訓
練
の
実
施

[

災
害
時
の
活
動]

初
期
消
火

救
出
・
救
護
活
動
の
実
施

避
難
誘
導

避
難
所
運
営
へ
の
協
力

県
防
災
危
機
管
理
課

☎
0
8
3（
9
3
3
）2
3
6
7

お
問
い
合
わ
せ
先

○
自
主
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を

　

利
用
し
ま
せ
ん
か

　

自
主
防
災
活
動
を
支
援
す
る

た
め
、自
主
防
災
組
織
な
ど
へ
出

向
い
て
指
導
・
助
言
を
行
う
自
主

防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
派
遣
し

て
い
ま
す
。

○
消
防
団
に
入
り
ま
せ
ん
か

　

消
防
団
は
、県
内
の
全
市
町
に

設
置
さ
れ
、火
災
や
災
害
発
生
時

に
地
域
防
災
の
要
と
し
て
活
躍
し

て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
地
域
防
災
力
の
充
実

強
化
の
た
め
、消
防
団
に
入
団
し
、

地
域
に
貢
献
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

9
月
は
日
本
に
近
づ
く
台
風

が
多
く
発
生
す
る
季
節
で
す
。

　

台
風
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め

に
、次
の
こ
と
に
気
を
付
け
ま

し
ょ
う
。

家
の
周
り
の
危
険
な
場
所
や
避

難
場
所
、避
難
経
路
を
事
前
に

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
等
の
最
新
の

気
象
情
報
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

台
風
が
接
近
す
る
前
に
、家
の
周

り
を
点
検
し
、飛
ば
さ
れ
そ
う

な
も
の
は
、室
内
に
取
り
込
む
か

固
定
し
ま
し
ょ
う
。

台
風
が
接
近
し
た
ら
、外
出
を

控
え
ま
し
ょ
う
。

危
険
を
感
じ
た
と
き
は
、自
分

か
ら
早
め
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

み
ん
な
で
協
力
！
地
域
で
で
き
る
対
策

　

災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
は
、地
域
住
民
が
互
い
に
協
力
し
て
防
災
活
動
を

行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。日
頃
か
ら
、住
民
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

県
の
主
な
取
組

　

県
で
は
、県
民
の
暮
ら
し
や
財
産
を
守
る
た
め
、国
・
市
町
や
関
係
機
関
な
ど

と
連
携
し
て
防
災
・
減
災
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

徳山下松港の護岸整備

〜
台
風
に
備
え
る
〜

6次産業化・農商工連携に向けた協議会の設立

ものづくり産業などを支える人材の育成

＜改定にあたっての3つの視点＞第一次改定版
①県の強みを活かし、さらに伸ばす

②県内全ての地域に活力がみなぎるよう、中山間地域の振興などの
　直面する課題に、産業面から積極果敢に取り組む

③新たな動きに的確に対応する

8つの戦略
(うち重点戦略5)

22のプロジェクト

※「やまぐち産業戦略推進計画」では、計画期間中（平成28年度まで）に最優先で取り組むテーマを「戦略」とし、戦略ごとに具体的な「プロジェクト」を掲げています。

重点戦略
瀬戸内産業の再生を計画的に進めます。

成長産業（医療関連・水素等環境関連）の育成・集積を加速します。

｢産業インフラの長寿命化｣プロジェクト
・持続的、継続的な産業活動に向けて、道路や港湾、工業用水の戦略的な維持管理や更新を進め
  るなど、長寿命化対策を推進します。

【お問い合わせ先】　県産業戦略部　☎083（933）2470

※「技術力のある『中堅・中小企業成長戦略』」と｢新たな地産地消開拓戦略｣については、今回改定はありません。

産業戦略の指針として、昨年策定した｢やまぐち産業戦略推進計画｣。
県では、計画の着実な推進に加え、より幅広い視点や新たな視点からの産業戦略を構築・実行するため、

「進化する計画」として今年7月に改定し、公表しました。

明治維新150年（平成30年）に向けて観光力を強化します。

「明治維新150年に向けた観光需要の拡大」プロジェクト
・「明治維新」をテーマに、山口県の有する多彩な魅力を生かしたキャンペーンを展開します。

｢環境・エネルギー産業クラスターの形成｣プロジェクト
・企業、大学、行政による産学公連携や、企業間連携による活発な研究開発や事業化の実現など、全県的
  な推進体制の下で、関連産業の育成・集積を加速します。

「医療関連産業クラスターの形成」プロジェクト

｢再生可能エネルギーの導入促進｣プロジェクト
・太陽光、太陽熱、森林バイオマスなど、再生可能エネルギーの導入促進による産業振興を図ります。

「クルーズ船の誘致推進」プロジェクト
・地域経済へ波及効果の高いクルーズ船の誘致を積極的に進めます。

中山間地域を支える農林水産業の振興を図ります。

「6次産業化・農商工連携の推進」プロジェクト
・６次産業化と農商工連携に取り組む事業者を総合的に支援します。

産業を支える人づくりを強化します。

「産業を支える女性の活躍促進」プロジェクト
・女性の力を、産業面において最大限に活かす環境づくりに取り組みます。

「水産業振興基盤の強化・充実」プロジェクト
・下関漁港の高度衛生管理型荷さばき所など、水産業振興拠点を整備します。

：新設１戦略

：新設５（統合▲１）、拡充７プロジェクト

EV等次世代自動車やインフラの導入促進

自
主
防
災
組
織
の
活
動

お
知
ら
せ

●●●

津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
す

る
市
町
に
対
し
、避
難
所
設
置
の

目
安
と
な
る
水
位
な
ど
の
情
報
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

市
町
を
は
じ
め
、中
国
地
方
・
九
州

地
方
の
県
な
ど
と
、大
規
模
災
害
の

発
生
時
に
人
的
・
物
的
支
援
を
行

う
応
援
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。津波を想定した避難訓練

大
規
模
災
害
の
発
生
に
備
え
、小
中

高
校
生
が
避
難
訓
練
や
避
難
所
生

活
を
体
験
す
る
大
規
模
災
害
対
応

訓
練
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
の
活
動
を
促
進
す

る
た
め
、
自
主
防
災
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
養
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
や
関
係
機
関
な
ど
と
の
連
携

を
強
化
す
る
た
め
、大
規
模
災
害

を
想
定
し
た
総
合
防
災
訓
練
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

●

学
校
や
警
察
署
な
ど
の
耐
震
化
を

進
め
て
い
ま
す
。ま
た
、民
間
建
築

物
の
耐
震
化
を
促
進
す
る
た
め
、

耐
震
診
断
や
改
修
に
対
す
る
補
助

な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

地
震
災
害
の
発
生
に
備
え
、緊
急

輸
送
道
路
上
に
あ
る
橋
り
ょ
う
の

耐
震
補
強
を
行
っ
て
い
ま
す
。

災
害
発
生
時
に
海
上
か
ら
の
緊
急

物
資
の
受
け
入
れ
な
ど
を
円
滑
に

行
う
た
め
、そ
の
拠
点
と
な
る
岸

壁
の
改
良
を
行
っ
て
い
ま
す
。

高
潮
や
津
波
に
対
す
る
防
護
機
能

を
併
せ
持
つ
、護
岸
や
堤
防
な
ど

の
施
設
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

●●●●

●●● ●●

●

●●●●●●●やまぐち産業戦略推進計画の改定特集2

国際競争に打ち勝つ｢瀬戸内産業再生戦略｣

重点戦略 おいでませ！｢宿泊者数500万人戦略｣

重点戦略 地域が輝く｢農林水産業活力向上戦略｣

戦　　略 未来を担う「産業を支える人づくり戦略」

新設

新設

新設

新設

新設

重点戦略 全国をリードする｢医療関連産業育成・集積戦略｣

重点戦略 次代を担う｢水素等環境関連産業育成・集積戦略」

拡充

拡充

拡充

新設

＜戦略ごとの主な改定のポイント＞
※

詳
し
く
は
、各
市
町
の
防
災
担
当
課
に

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

詳
し
く
は
、各
市
町
の
消
防
団
担
当
課

　

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

スタートアッププラン

7つの戦略
(うち重点戦略5)

18のプロジェクト

充
実
・
強
化

充
実
・
強
化

検索やまぐち産業戦略詳しくは、

9月号49月号4 45
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●本誌へのご意見、ご感想をお寄せください。県政へのご意見、ご要望などもお待ちしています。

●ご意見などをお寄せいただいた方の個人情報は、山口県が責任を持って管理します。

県ホームページ　 http：//www.pref.yamaguchi.lg.jp/
県携帯サイト　 http：//mobile.pref.yamaguchi.lg.jp/

県人口・世帯数 （平成26年7月1日現在）　
人口／1,411,713人　男／666,613人・女／745,100人　世帯数／603,450人

送り先：〒753-8501（住所不要）
山口県広報広聴課
｢発見やまぐち９月号｣係

ＦＡＸ  083（933）2598
メール  kohoshi@pref.yamaguchi.lg.jp
締め切り：9月29日月（必着）
当選者の発表は発送をもって代えさせていただきます。
8月号・9月号の正解は11月号に掲載します。

正解者の中から抽選でやまぐちブランド
「長州黒かしわ」セットを5人の方、「上方の
浮世絵─大坂・京都の粋と技─」の招待券
をペアで10組の方にプレゼントします。
応募方法：クイズの答え、いずれか希望の
商品名、住所、氏名、年齢、電話番号、本誌の
感想を記入し、はがき、ファクスまたはE
メールでご応募ください。なお、応募して
いただいた個人情報は、商品の発送とアン
ケートの集計以外には使用しません。

発見やまぐち
今回の特集1で紹介した、「南海ト
ラフ巨大地震の被害想定調査結果」
による県内最大震度は、次の3つの
うちどれでしょう。
㋐　６強
㋑　５強
㋒　４強

ク イ ズ

県 政 だ よ り

やまぐち6次産業化・
農商工連携サポートセンターを設置
　県産農林水産物を活かした、魅力ある新
商品の開発や、販路開拓などを推進するた
め「やまぐち6次産業化・農商工連携サポ
ートセンター」を山口市にある（公財）やま
ぐち農林振興公社に開設しました。
　センターでは、農林漁業者や中小企業者
からの相談や、商談会・フェア等への出展、
専門家の助言等による商品力の向上など
により、地域資源を活かした魅力ある商品
開発の加速化を図ります。

問  やまぐち6次産業化・農商工連携サポートセンター　☎083(924)8100

「

プレゼ
ント

おいしい「やまぐちブランド」を食べちゃろう！
　「長州黒かしわ」は、国指定天然記念物「黒柏鶏（くろかしわ）」をベー
スに県が開発したオリジナル地鶏です。
　地鶏ならではの適度な歯応えを残しながらもジューシーで、かめばか
むほど味が出てきます。うまみ成分を多く含み、上品な味が特徴です。

長州黒かしわ

催 　 し
イベント 日時・会場 内　　容 お問い合わせ先

やまぐち住宅フェア 10月4日土、5日日　10時～16時
海峡メッセ下関（下関市）

住宅関連企業などによる展示、親子木工教室、
耐震・リフォームなど住まいの相談会　など

県住宅課
☎083（933）3883

やまぐち
総合スポーツ大会

10月18日土　10時～16時
山口きらら博記念公園水泳プール
（山口市）

水泳教室、水球エキシビションマッチ　など

県スポーツ推進課
☎083（933）2435

10月26日日　9時～21時
維新百年記念公園（山口市）　など

各種スポーツ教室、サッカーJFL公式戦（レノ
ファ山口FC対ヴェルスパ大分）、障害者総合
球技大会　など

やまぐちものづくり＆
ビジネスフェア2014

11月3日□祝、4日火　10時～16時
維新百年記念公園スポーツ文化セ
ンター（山口市）

県内企業が開発した製品などの展示、講演会、
ものづくり実演・体験教室　など

県商政課
☎083（933）3110

県 立 施 設 ガ イド県 立 施 設 ガ イド 　　　※○文は18歳以下の方および高等学校、中等教育学校、特別支援学校に在籍の方などは無料です。

展　覧　会 施　設 期　間 料金・お問い合わせ先

上方の浮世絵
─大坂・京都の粋

すい

と技
わざ

─ 県立萩美術館・
浦上記念館
（萩市）

9月9日火
～10月13日□祝

□料一般 1,000円（800円）、
　70歳以上・学生800円（600円）○文
　※ （　）内は前売りおよび20名以上

の団体料金です。
□休 9月29日月、10月6日月
□問☎0838（24）2400

メールマガジン「山口きらめーる」
山口県の魅力が満載！（登録無料）

タイムリーな情報は
Facebook で !!

柳斎重春「四代目中村歌右衛門の越後獅子」
中判錦絵7枚組の内1枚

天保9年（1838）
　山村流六世宗家　山村若氏蔵

メールマガジン「山口きらめーる」
山口の魅力やお得な情報が満載！

タイムリーな情報は
県広報広聴課 Facebook で !

I n f o r m a t i o n  Y A M A G U C H I

県からのお知らせや募集、催しなどの情報をお届けします。
※ 問 はお問い合わせ先、 申 はお申し込み先を表しています。
※催しの日時や会場などは変更される場合があります。
※ 詳細な情報までは記載できませんので、詳しくはお問い合
わせください。
※ 市町によって配布日が異なるため、一部既に終わった催し
などがある場合がありますので、ご容赦ください。
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小児救急医療電話相談の受付時間
を10月1日から延長します

　現在、23時まで開設している小児救急
医療電話相談の受付時間を延長します。
　看護師や小児科医が症状に応じた助言
を行いますので、子どもの急な病気の時
などにご相談ください。

◆小児救急医療電話相談　
　☎♯8000（短縮ダイヤル）
　または　☎083（921）2755
◆受付日時
　現在：毎日 19時～23時
　10月1日から：毎日 19時～翌日8時

問  県地域医療推進室　☎083（933）2961

「休日・平日夜間がん検診」
を実施しています

　仕事の都合などで、平日の昼間にがん
検診を受診することができない方のため
に、9月から11月まで、県内の委託医療機
関で、休日や平日の夜間にがん検診を実
施します。
◆対象となる検診
•乳がん、子宮がんの一次検診
•大腸がん検診の精密検査
　（一次検診で精密検査が必要とされた方）
◆費用
通常の検診と同様に自己負担金が必要
です。（各市町で、一定年齢の方を対象
に配布している｢無料クーポン券」を活用
される場合は、自己負担金は不要です。）
※対象者や申し込み方法など、詳しくは
お問い合わせください。

問  県地域医療推進室　☎083（933）2961
　各市町の担当課

「労働ほっとライン」を
ご利用ください

　職場での解雇や配置転換、残業代の支
払い等の労働条件や、セクハラ、パワハラ
等の人間関係などの各種労働問題に、専
門家である社会保険労務士が電話でお応
えします。

◆労働ほっとライン
　☎083（933）3232
◆受付日時　
　月～金曜日 9時～18時
　（祝日・年末年始を除く）

問  県労働政策課　☎083（933）3210

警察の相談ダイヤル
「♯9110」をご利用ください

　子どもの非行、家庭内や恋人間の暴力、
ストーカー被害など、一人で悩まずご相
談ください。

◆警察安全相談専用電話 ※24時間対応
　☎♯9110（短縮ダイヤル）
　または　☎083（923）9110

問  県警察本部警察県民課
　☎083（933）0110

児童扶養手当、特別児童
扶養手当をご利用ください

◆児童扶養手当
離婚や未婚等により、ひとり親で児童
を養育等している父もしくは母、また
は代わりに養育している方などに支給
◆特別児童扶養手当
身体または精神に障害があり、日常生
活に著しい制限を受けている児童を養
育している方などに支給
※手当の支給については、所得制限など

の支給要件があります。詳しくはお問
い合わせください。

問  県こども未来課　☎083（933）2751
問  申各市町の担当課

県立農業大学校の学生
を募集

　平成27年4月に入校する学生を募集し
ます。
◆定員
　園芸学科（25人）、畜産学科（15人）
◆修業年限　2年
◆出願期間
　10月23日木～11月13日木（必着）
◆試験日　12月3日水
※受験資格など、詳しくはお問い合わせ
ください。

問  県立農業大学校　☎0835（38）0510

青年海外協力隊・シニア
海外ボランティアを募集

海外協力

◆応募資格（日本国籍を持つ方）
　青　年：満20歳から満39歳
　シニア：満40歳から満69歳
　※年齢は平成26年11月4日現在
◆派遣期間　原則2年間
◆募集期間　10月1日水～11月4日火
◆募集説明会日程・会場
◇10月6日月　青年・シニア 18時30分～
　岩国市役所　51、52会議室（岩国市）
◇10月7日火　青年・シニア 18時30分～
　海峡メッセ下関　805会議室（下関市）
◇10月19日日
　シニア10時30分～　青年14時～
　山口県総合保健会館　第2研修室
（山口市）
問  県国際課　☎083（933）2347

お 知 ら せ

募 　 　 集

広告
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若者等の定住促進に向けた地域の
魅力発見や情報発信の取組を支援
するため、県庁中山間応援隊を美
祢市美東町赤郷地域に派遣。応援
隊長の村岡知事も参加しました。

※県外に在住または県外に主たる活動の場を有する山口県にゆかり
のある方で、県の魅力をＰＲしていただける著名な方を県が委嘱

村岡知事が県民の皆さんから直
接ご意見をお聞きする「どこで
もトーク」。その地域別懇談会
の第１回目を宇部市で開催しま
した。

全国知事会議（佐賀県で開催）に
就任後初めて出席した村岡知事
は、新知事として紹介され、山口
県を活力みなぎる県にしていく
ための意気込みを語りました。

ギタリストの田
た

川
がわ

ヒロアキさ
んは、活動状況を報告後、ギ
ターのネックを逆から持つ独
特の演奏スタイルで曲を披露
されました。

俳優の岡
おか

本
もと

信
のぶ

人
と

さんは、萩で
過ごした少年時代のことや
テレビ番組で山口県のPRを
行っていることなどを話され
ました。

俳優の川
かわ

野
の

太
た

郎
ろう

さんは、ふるさ
と山口に対する思いや、参加さ
れる予定の下関海響マラソン
のことなどを話されました。

タレントの西
にし

村
むら

知
とも

美
み

さんは、女
優の藤

ふじ

田
た

三
み

保
ほ

子
こ

さん、脚本・演
出の品

しな

川
がわ

能
よし

正
まさ

さんと訪問され、
宇部市民参加音楽劇への意気
込みを語られました。

8月1日 中山間地域の活動を支援

8月2日 どこでもトーク（地域別懇談会）を開催

ワンショットワンショット県政
全国知事会議に出席7月15日16日

山口ふるさと大使※が知事を訪問

6月13日

7月11日

7月30日

7月28日




